
 

 
 

 
 

 
 

岡山市水道局との救援活動の覚書及び 19 大都市水道局相互応援覚書（東京都水道局は、岡山市水道局

の応援幹事都市第３順位）に基づく岡山市被災時の救援活動の実行性を強化するため、岡山市水道局合

同防災訓練に参加しました。岡山市水道局までは、南海トラフ巨大地震での太平洋岸道路の通行不能を

想定して、日本海側ルートを走行（約 1,000km）し、福井県敦賀市を中継地として、２日間かけて岡山市

に進行しました。 

本訓練は、岡山市水道局をはじめ広島市水道局（19 大都市水道局相互応援覚書による岡山市の応援幹

事都市第１順位）、堺市水道局（19 大都市水道局相互応援覚書による岡山市水道局の応援幹事都市第２順

位）及び倉敷市水道局とも顔の見える関係ができ、大変、有意義な 

訓練となりました。 

 

１ 実施日    令和元年７月８日（月）～７月 12日（金）５日間 

２ 会  場   岡山市水道局本局庁舎、岡山市水道局三野浄水場他 

３ 東京都水道局の参加体制 

（1）人員 計 11 名  

    給水部長、総務部水道危機管理専門課長、給水部配水施設工事連絡調整担当課長、総務部総務課

１名（TWR 登録者）、給水部配水課１名（TWR 登録者）、給水部給水課１名（TWR 登録者）、給水部

水道緊急隊５名 

（2）車両 ３台（給水車、緊急オフロード車、緊急広報車）

４ 主な訓練内容 

＜１日目＞ 救援隊進行訓練（往路 和泉庁舎→福井県敦賀市内） 

＜２日目＞ 救援隊進行訓練（往路 福井県敦賀市内→岡山市水道局） 

  岡山市水道局合同防災訓練 

・救援隊参集受入訓練 会場：三野浄水場 

・救援本部設置訓練（東京都水道局訓練） 

東京都水道局先遣調整隊の訓練として、装備品（モバイルパソコ 

ン、プリンター、ポータブルテレビ、寝袋、文房具等）を持参し、 

岡山市水道局会議室を救援本部とした救援本部設置訓練を実施 

＜３日目＞ 

・災害対策本部会議訓練（テレビ会議）会場：岡山市水道局本局庁舎 

岡山市水道局本局庁舎（災害対策本部）と三野浄水場（救援隊活動本部）とをテレビ会議で通信 

・応急給水訓練（富山配水池での給水車への充水、岡山市立市民病院での受水槽への応急給水訓練） 

・応急給水計画作成訓練及び応急復旧計画作成訓練 会場：岡山市水道局本局庁舎 

 ＜４日目＞  

  ・応急給水計画作成訓練、応急復旧計画作成訓練発表及び意見交換会 会場：岡山市水道局本局庁舎 

  ・救援隊帰還訓練（復路 岡山市水道局→滋賀県大津市内） 

 ＜５日目＞ 救援隊帰還訓練（復路 滋賀県大津市内→和泉庁舎） 

  

 

 

 

 

「岡山市への TWR 活動派遣訓練（岡山市・東京

都・広島市・堺市・倉敷市合同訓練）」の実施 

災害対策本部会議にて救援隊へ指示 

（写真中央：本荘谷給水部長） 
病院への応急給水訓練の様子 

  

三野浄水場に参集した各都市 

（岡山市へ着任報告） 

 

災害対策本部会議 

応急復旧計画作成訓練の様子 

（テレビ会議）の様子 


